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2015 年度の日本語教育実習の授業内容を表 1 に示す。なお、本稿では「日本語教育実習」
は本学の授業科目を指し、小学校で実際に学習支援に携わることを「実習」と区別して記
述する。また、日本語教育実習を履修する学生を「実習生」とする。 
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表 1  2015年度 日本語教育実習 授業内容 
前 
期 
4月 14日 日本語教育実習開講（シラバス授業） 
4月 21日 実習前指導① ケースメソッド授業① 
4月 28日 実習前指導② ケースメソッド授業② 
5月 12日 実習前指導③ 日本語活動の説明・準備 
5月 19日 実習前指導④ 実習先小学校訪問 
5月 25日 前期実習開始 
6月 12日 前期実習終了 
6月～7月 日本語活動準備 （指導案作成・教材準備・模擬授業） 
7月 7日 広瀬小学校において日本語活動実施 
7月 14日 南小学校において日本語活動実施 
7月 28日 前期の振り返り、アンケート調査 
後
期 
9月 29日 後期の実習に向けて目標・取り組み方の確認、教材作成の説明 
10月 5日 後期実習開始 
11月 13日 後期実習終了  
11月～1月 日本語教材作成、実習報告書作成 

























































教 材：  テキストではなく、ケース 
主 体：  教師ではなく、参加者 
教 師：  教えるのではなく、学ぶことをサポートする 
ゴール：  既存の知識を獲得するのではなく、考え抜く能力や態度を獲得する 
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４ 教育実習事前指導としてのケースメソッド授業の概要 
4-1 ケースメソッド授業の実施 
 2015 年度の実習生は 5 人である。4 月 14 日に 1 回目の授業（シラバス授業）が行われた。
その後、4 月 21 日と 28 日の 2 回（各 90 分）の授業を使ってケースメソッド授業を実施し











業の展開）を作成することの 2 つを課題とした（事後課題）。 
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表 4 第 2回ケースメソッド授業で使用したケース（概要） 
 
ケース① 「アキコちゃんの漢字の練習」 















 ハルくんは 4 年生の、元気いっぱいな男の子だ。日常会話は問題ない。友だちもたくさんいて、休
み時間はいつも外で走り回っている。好きな科目は体育。水泳やマラソンが得意だ。去年までは日
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4-3 実習生によるケース教材の検討 －事前課題と事後課題－ 
 ここでは、2 回目のケースメソッドの授業「作文が書けないハルくん」での実習生 A、B
の 2 人の事前課題と事後課題の内容を記述し、彼らの考え方がケースメソッド授業を通し
てどのように変容したのかを比較する（表 5･6）6)。 
 2 回目のケース教材の問題の分析と具体的な解決策に関する設問は、以下の 3 つである。 
 Q1 ハルくんの学習で何が問題だと思いますか。 
Q2 あなたがボランティアなら、このような場合、どのように対処しますか。 
Q3 文章を書く力を伸ばすためには、どのような指導が考えられますか。 
表 5 学生 Aの課題の回答 











































表 6 学生 Bの課題の回答 



























































































５ ケースメソッド授業の感想 －実習生のインタビューの回答より－ 
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注 
1）共愛学園前橋国際大学 
2）文部科学省 日本語教員の養成に関する調査研究協力者会議（2000 年 3 月 30 日） 
「日本語教育のための教員養成について（報告）」 
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付記 
本研究は平成 27 年度科学研究費基盤研究（C）（課題番号 15K04212）「外国人児童生徒指導
者の実践力育成を目指したケース教材の開発と試行」（研究代表者：古川敦子）の助成をう
けている。 
